
   　

和歌山県立
日高高等学校

SGH 通信

２０２１年12月5日

 2 年総探・フィールドワーク (2)
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　10 月 26 日 ( 火 ) 午後、2 年生普通科の生徒が｢総合的な
探究の時間・フィールドワーク｣に臨みました。これは事前
に立てた活動計画を基に、班単位で実地調査や実習活動に
取り組むものです。半日という、短いながらもまとまった
時間を活用し、近隣の保育園に紙芝居を読み聞かせに行く
班があったり、学校で調理実習をする班があったり、と、
４月から取り組んできた探究活動もいよいよ佳境にさしか
かってきたことが見て取れる、貴重な時間となりました。

生徒の学び

　これまでの自分の取組を振り返って、評価
できる部分は計画的に動けたことです。フィ
ールドワーク当日までに、紙芝居を仕上げる
ことができました。実際に保育園では、子ど
もたちや先生方に喜んでもらえるような発表
ができて嬉しかったです。子どもたちは地震
発生時の｢気をつけること｣や｢取るべき行動｣
を紙芝居を通じて教えることができたと思い
ます。先生方にも｢良い発表をありがとう｣と
言ってもらえたので、伝えたいことをきちん
と伝えられたという実感が湧きました。
　実際に読み聞かせをしてみて、子どもたち
に感想を聞くと、｢知っている(知識だった)｣
と言う子どももいました。保育園で勉強して
いることとしていないことをもっと調査して、
｢知らなかった｣ことについて教えてあげられ
るような内容にしたいと振り返りました。
　また、今回は｢地震発生時｣のことだけを取
り上げて物語にしていたので、次は｢発生後｣
についての知識を教えてあげるような紙芝居
を作りたいと思いました。

｢支えてくれる人たちのありがたさ｣

♦主なフィールドワーク先一覧（順不同、敬称略）

｢有田ミカンの味を全国に
地域と産業 B01 班

２年１組　和田　実莉
地域と防災 A03班
｢地震のメカニズムと
                  発生後の対応｣

２年２組　岡山　穂乃香
地域と文化 A03班
｢地域の神社｣

　当日は、おたき瀧法寺を訪問し、有力な情
報やお話を聞き出すことができた。実際に、
独鈷杵、三鈷杵、五鈷杵を見ることもできた。
　これまでの取組を振り返って努力が必要な
部分を挙げるとしたら、時間を有効に使えて
いないところだと思う。フィールドワーク後
は、聞いたことをまとめながら発表の準備に
ついても計画を立てて動いていかないといけ
ない。総探に取り組む中で、限られた時間を
有効に使うことが大切だということを学んだ。

▲地域と防災 A03班
小学校で｢防災クイズ｣を実施

◀地域と産業 B04班　
｢梅シロップの残りの使い道｣を
探る調理実習

▼地域と防災 A03班　保育園で手作り紙芝居の読み聞かせ

　　国際社会と地域 A02班▶
　　｢食品問題の改善｣を目指す
　　調理実習


